
清
末
 
藩
 
の
 
文

（
付
）
歌
人
「
毛
利
碧

陰干

i
そ
の
一
 
序
論
）

堂
」
（
十
代
三
州
）
に
つ
い
て

白

．
木

、

進

始
め
に
 
清
末
藩
は
防
・
三
毛
利
家
の
一
支
藩
、
そ
れ
も
承
応
二
年
（
一
六

五
三
）
に
豊
浦
支
藩
か
ら
一
万
石
を
分
知
さ
れ
て
、
八
代
二
百
十
八
年
の
歴

史
を
も
つ
小
藩
で
あ
る
。
旧
史
を
調
査
す
る
に
、
資
料
は
非
常
に
乏
し
い
よ

う
で
、
そ
れ
は
中
心
と
な
る
べ
き
藩
の
公
文
書
類
を
、
維
新
廃
藩
の
際
、
藩

自
ら
が
焼
却
し
た
為
と
も
伝
え
ら
れ
る
。
然
し
維
新
後
、
清
末
藩
旧
記
が
編

せ
ら
れ
、
そ
れ
に
重
本
．
堀
両
氏
の
父
子
二
代
に
亘
る
調
査
あ
り
《
又
先
覚
徳

見
光
三
氏
が
百
方
探
訪
し
た
資
料
を
駆
使
し
て
清
末
藩
史
話
を
著
す
あ
り
、

こ
れ
ら
を
手
掛
り
に
今
後
の
調
査
を
進
め
て
見
た
い
。
但
し
今
回
は
（
一
回

分
の
量
は
原
稿
紙
3
0
枚
を
標
準
と
す
る
限
度
が
あ
る
の
で
）
本
論
た
る
「
文

芸
」
は
清
末
藩
を
含
め
た
防
・
長
全
般
の
概
括
を
述
べ
る
に
止
め
、
（
付
）
歌
人

「
毛
利
碧
堂
」
（
計
臥
）
に
つ
い
て
．
を
一
往
ま
ど
め
る
こ
と
に
す
る
。

一
、
近
世
の
防
・
長
を
支
配
し
た
毛
利
藩
の
体
制
・

 
防
・
長
二
州
を
領
し
た
毛
利
藩
の
禄
高
は
、
公
称
（
幕
府
と
話
し
合
い
の

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
お
も
て

 
上
で
、
公
に
届
け
出
る
表
高
一
古
高
ト
モ
）
三
六
万
九
千
四
百
十
一
石

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レ
つ
ノ
り

 
三
斗
一
升
五
合
で
あ
っ
た
。
裏
高
（
再
検
高
ト
モ
）
は
、

 
秀
吉
の
文
禄
3
年
検
地
…
…
遷
U
。
。
峯
。
。
O
鎖

 
家
康
の
慶
長
1
5
年
検
地
…
…
認
司
P
悼
。
。
ひ
訓

 
貞
享
3
年
の
．
調
査
 
 
…
…
。
。
一
U
。
。
添
。
。
図
訓

 
明
治
2
年
藩
知
事
録
上
…
…
り
。
。
d
o
。
添
O
O
刺

 
1
、
「
毛
利
百
弊
（
萩
 
3
6
万
石
）

元
就
隆
元
輝
元
-
秀
就
2
綱
広
3
吉
就
4
吉
広
5
吉
元

6
宗
広
 
7
重
就
 
8
治
親
 
9
斉
房
 
1
0
斉
煕
 
H
斉
元
 
1
2
斉
広

13

h
親
 
1
4
元
徳

・
2
、
四
支
藩
（
豊
浦
6
万
石
、
徳
山
輔
万
石
、
清
末
-
万
石
、
岩
国
6
万

 
 
 
石
）
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
・

備
考
 
支
藩
の
禄
高
は
本
藩
の
3
6
万
石
の
う
ち
で
あ
る
。
但
し
清
末
藩
は
豊

 
 
 
浦
藩
の
分
知
な
の
で
、
豊
浦
藩
5
万
石
の
う
ち
で
あ
る
。

イ
、
豊
浦
藩
（
長
府
毛
利
）

元
就
 
元
清
 
1
秀
元
 
2
光
広
．
3
綱
元
 
4
元
朝
 
5
元
矩
 
6
匡
広

 
 
 
 
 
ま
さ
よ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ゆ
き

7
師
就
8
出
軍
．
9
匡
漏
1
0
匡
芳
1
1
元
義
1
2
聖
運
1
3
元
周

14

ｳ
敏

ロ
、
徳
山
藩
（
徳
山
毛
利
）
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清
末
藩
の
文
芸
（
そ
の
一
 
序
論
）
．
 
（
付
）
歌
人
「
毛
利
碧
堂
」
（
計
猷
）
に
つ
い
て

、



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
た
カ

 
元
就
 
隆
元
 
輝
元
 
1
．
就
隆
 
2
元
三
 
3
元
次
 
4
元
尭
 
5
広
豊
」

 
 
 
と
も
 
 
 
 
 
よ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
つ

 
6
広
寛
 
7
就
馴
 
8
広
鎮
 
9
元
三

 
ハ
、
清
末
藩
（
清
末
毛
利
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ド
と
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
な
り

 
天
才
 
元
清
，
秀
元
 
1
旧
知
 
2
元
平
．
3
政
苗
・
4
1
隣
邦
‘
5
政
明

 
 
 
 
 
 
 
つ
ぐ
 
 
 
 
ず
み

 
6
終
世
7
元
承
8
元
純

 
二
、
岩
国
藩
（
岩
国
 
吉
川
家
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
よ
し
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
み
ち

 
元
就
 
元
春
 
元
長
 
1
広
家
 
2
広
正
 
3
広
嘉
 
4
広
紀
 
5
広
達

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ひ
ろ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ま
さ

 
6
経
永
 
7
経
倫
 
8
経
忠
 
9
弘
仁
 
1
0
経
礼
 
1
1
経
回
 
1
2
経
幹

 
 
 
た
廿

 
1
3
経
健

 
 
3
隔
毛
利
の
一
家
八
雲

 
イ
、
．
一
門
山
ハ
家

 
宍
戸
毛
利
．
厚
狭
毛
利
 
阿
川
毛
利
'
右
田
毛
利
 
吉
敷
毛
利
 
大
野
毛
利

 
ロ
、
一
家
．
三
門

 
右
の
六
家
に
左
記
二
家
（
永
代
家
老
）
を
加
え
る
。

 
益
田
家
（
須
佐
）
 
 
福
原
家
（
宇
部
）

 
 
4
、
毛
利
家
の
藩
政
組
織
及
び
階
級

 
萩
本
藩
は
家
柄
、
禄
高
に
よ
り
格
式
に
差
あ
り
、
之
を
一
門
、
永
代
家
老
以

下
、
士
族
・
準
士
族
・
士
族
が
凡
そ
6
0
階
級
に
分
か
れ
て
、
藩
政
を
処
理
し
て

い
た
。
支
藩
も
ほ
ゴ
同
様
で
、
豊
浦
藩
は
1
9
階
級
、
岩
国
藩
は
1
8
階
級
、
徳

山
・
清
末
の
旧
藩
は
1
7
階
級
だ
っ
た
。
．

い
ま
清
末
藩
を
具
体
的
に
示
す
と
、

 
 
 
 
 
 
 
が
し
ら
 
 
 
 
 
 
 
 
ち
ゅ
う
ご
し
よ
う

 
1
家
老
2
番
．
頭
 
3
馬
廻
4
中
属
従
一

 
5
御
手
廻
 
6
並
御
手
廻
 
7
坊
主
格
 
 
 
 
 
士
族
又
は
準
士
族

 
8
医
者
 
9
茶
道
 
1
0
膳
夫
 
H
船
頭

團
滴
末
萢
領

囲
艮
府
藩
高

目
徳
山
藩
領

皿
岩
国
箪

。
 
勧
場
所
在
地

●
 
一
門
八
家
邸
宅
地

●
 
支
藩
域
下
町

●
 
本
蒲
城
下
町

支藩及び宰判別地図

、
 
 
 
 
 
輔

 
 
 
 
 
 
 
畑

一
己
・
一
髪

！
-
層
．
一
-
、
1
・
一
i
 
 
 
●

 
 
 
 
℃
 
鳥

 
 
・
、
 
ノ

、
・
＼
 
唯
．
鱒
一

 
、
'
。
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、

．
｛
 
報
Q

や
 
 
 
 
 
 
へ
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¢
 
気
貿
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12

賰
q
の
者

16

ｫ
軽
二
組

17

?
ﾔ
六
組

13

ｷ
子
の
者
 
1
4
大
工
 
1
5
小
細
工
人

（
弓
組
・
鉄
砲
組
）

か
つ
ぎ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
う
ま
や

（
鼻
長
柄
小
道
具
厩
小
人
煮
方
）

pt 卒
 族

宰
判
 
郷
村
支
配
の
申
間
組
織
と
し
て
布
い
た
制
度
。

 
藩
初
は
民
政
や
徴
税
の
た
め
、
地
方
を
区
画
し
て
代
官
を
派
臥
し
た
が
、
慶

安
四
年
頃
に
は
そ
れ
が
十
八
区
を
算
し
た
。
時
代
に
応
じ
て
多
少
の
廃
合
変
改

が
あ
っ
た
が
、
幕
末
も
十
八
宰
判
だ
っ
た
。

．
よ
る
。
図
面
も
同
巻
よ
り
借
用
）

（
注
進
案
2
2
巻
研
究
要
覧
7
9
頁
に

二
、
清
末
藩
の
創
設
と
家
系

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
関
ケ
原
の
役
後
、
毛
利
輝
元
は
防
・
長
二
州
の
守
と
し
て
山
陰
萩
に
退
く
が
、

養
子
毛
利
秀
元
（
元
就
の
孫
）
を
豊
浦
支
藩
の
祖
ど
し
て
長
府
に
鎮
せ
し
め
た
。

秀
元
は
慶
安
三
年
（
一
六
五
〇
年
）
没
す
る
に
当
り
、
遺
言
し
て
二
男
元
知

（
豊
浦
藩
二
代
光
広
の
弟
）
に
清
末
村
外
1
3
力
村
一
万
石
を
分
知
し
た
。
毛
利

家
乗
の
承
応
二
年
（
馳
一
六
五
三
年
）
十
月
二
日
の
条
に
い
う
、

 
是
日
動
ア
リ
封
邑
ヲ
割
キ
テ
叔
父
刑
部
少
輔
元
〆
公
二
頒
与
ス
。
祖
父
秀
元

 
公
ノ
遺
志
ヲ
継
グ
ナ
リ
。

こ
～
に
元
知
を
始
祖
と
す
る
清
末
藩
が
誕
生
す
る
。
藩
主
は
従
五
位
下
に
叙
し

讃
岐
守
に
任
ず
る
を
例
と
し
た
。
そ
の
家
系
は
、

代
名
 

（
順
）
生
存
期
享
年
子
女
数
う
ち
天
折
し
た
数

⊥
難
（
2
男
）
㎜
1
㎜
男
才
男
4
男
2

2
元
平
（
・
男
濡
幽
第
楯
弩

 
な
り

 
 
 
 
 
 
 
 
 
ハ
 
 
 
 
 
ユ

3
政
苗
 
 
（
7
男
）
7
1
1
7
8

 
 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1

4
匡
邦
 
 
（
7
男
）
徊
1
蹴

 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

5
政
明
 
 
（
2
男
）
7
8
i
8
1

 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
1

 
（
勢
州
よ
り
養
子
）

6
元
世
 
（
6
男
）
鵬
-
路

 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1

 
（
江
州
よ
り
養
子
）

 
 
つ
ぐ

7
二
一
 
（
1
1
男
）
蹴
i
躍

 
（
長
府
藩
よ
り
養
子
）

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
の

8
元
三
 
 
（
4
男
）
8
3
-
8
7

 
 
 
 
 
 
 
1
 
 
 
 
 
1

 
（
豊
後
よ
り
養
子
）

備
考

 
け
れ
ば
家
は
断
絶
す
る
。

64

ﾋ
72

ﾋ
30

ﾋ
50

ﾋ
17

ﾋ
急未女男女男

逝婚3267
 
男
6

 
女
1

 
男
2

 
女
3

家
督
を
継
い
で
三
ヵ
月
で

（
或
い
は
自
殺
？
）
．

男
2
 
 
男
2

女
6
 
 
女
6
．

祭
」
鰐
 
努

江
戸
期
は
言
う
ま
で
も
な
く
男
系
相
続
制
で
、
男
子
の
後
継
ぎ
が
な

今
、
'
清
末
藩
主
の
家
系
を
列
記
す
る
に
当
り
、
そ
の
歴
代
藩
主
は
、
戸
籍
上

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

何
番
目
の
子
か
、
子
女
が
幾
人
居
て
、
そ
の
中
の
幾
人
が
心
膜
（
多
く
は
3

才
未
満
）
し
た
か
を
附
記
し
て
見
た
。
大
名
と
錐
も
江
戸
期
は
子
女
の
天
壌

が
い
か
に
多
か
っ
た
か
、
引
い
て
は
藩
を
あ
げ
て
相
続
人
の
男
子
養
育
に
い

か
に
苦
労
し
た
か
を
知
る
。
8
代
の
う
ち
実
に
4
人
が
他
家
よ
り
の
養
子
で

あ
り
、
ま
た
、
成
人
し
た
藩
主
8
人
の
年
令
を
平
均
し
て
見
て
も
4
8
才
で
あ

る
。

三
、
近
世
防
長
二
州
の
文
運
振
興
と
学
館
の
建
設

1
、
近
古
は
大
内
氏
が
山
口
を
居
城
と
し
て
京
都
文
化
を
取
り
入
れ
た
。
中
に

清
末
藩
の
文
芸
（
そ
の
一
 
序
論
）
 
（
付
）
歌
人
「
毛
利
碧
堂
」
（
計
猷
）
に
つ
い
て
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む
 
し
む

も
大
内
義
隆
は
逸
早
く
朱
子
の
新
註
を
求
め
て
、
書
翰
を
朝
鮮
に
送
り
、
五
経

新
註
井
正
義
の
転
進
を
要
請
し
た
の
は
天
文
8
年
（
一
五
三
九
）
1
0
月
の
こ
と

で
、
義
隆
は
時
に
3
3
才
だ
っ
た
。

大
内
氏
滅
亡
後
の
防
長
は
毛
利
元
就
が
領
す
る
が
毛
利
の
祖
大
江
氏
は
元
来
文

学
の
家
で
あ
る
。
元
房
…
三
元
…
（
1
2
世
）
吉
言
と
続
く
が
可
溶
就
は
兵
馬
倥

偬
の
間
に
も
、
早
く
文
筆
に
着
目
し
た
人
で
、
，
京
都
よ
り
高
倉
兵
庫
頭
を
招
い

て
学
を
講
ぜ
し
め
、
自
ら
に
も
詠
草
「
春
霞
集
」
 
（
鎚
頁
参
照
）
が
あ
る
。

2
、
近
世
文
芸
の
中
心
は
漢
学
に
在
り
、
 
そ
の
興
隆
は
．
明
君
の
出
現
一
賢

臣
鴻
儒
の
活
躍
-
学
校
の
設
置
 
と
い
う
パ
タ
ー
ン
を
採
る
の
が
普
通
で
あ
っ

た
。イ

、
本
藩
 
ω
綱
広
は
万
治
条
目
3
3
条
を
制
す
。
日
く
、

 
諸
士
ノ
面
々
常
二
相
嗜
ム
ベ
キ
コ
ト
ー
諸
士
ハ
艶
ネ
ニ
文
ヲ
学
ビ
、
武
ヲ
モ

 
テ
ア
ソ
ビ
、
忠
孝
ノ
道
二
志
シ
、
彼
初
モ
礼
法
ヲ
乱
サ
ズ
、
義
理
ヲ
専
ト
シ

 
テ
公
儀
ヲ
ウ
ヤ
マ
ヒ
、
法
度
ヲ
守
り
ソ
ノ
役
々
二
怠
ル
ベ
カ
ラ
ズ

㈲
吉
書
の
時
山
田
驚
愕
あ
り
、
 
ω
吉
広
の
時
山
県
艮
斎
あ
り
、
 
㈲
吉
元
に
至
・

り
、
享
保
3
年
6
月
、
文
武
稽
古
場
を
創
設
、
次
い
で
1
2
月
、
城
内
に
明
倫
館

を
建
設
、
祭
酒
に
小
倉
尚
斎
を
任
じ
た
。
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
孟
子
受
益
公
土
一
学
則
三
代
共
ビ
之
。
皆
乍
三
鷹
明
二
人
倫
一
也
。
 
人
倫
明
二
於

 
上
一
、
小
民
親
二
於
下
一
。

尚
斎
に
継
ぎ
山
県
周
南
、
津
田
東
陽
、
小
田
村
面
接
、
山
根
思
出
、
同
南
冥
、

繁
華
豊
城
、
中
村
華
嶽
、
山
県
大
雪
な
ど
の
名
儒
輩
出
す
。

 
因
み
に
学
校
の
設
立
は
、
元
禄
4
年
、
幕
府
が
湯
島
に
昌
平
校
を
設
く
る

 
や
、
雄
藩
の
之
に
微
ラ
者
多
く
、
佐
賀
の
弘
道
館
、
盛
岡
の
明
義
堂
、
岡
山

 
の
閑
谷
校
な
ど
に
続
き
、
萩
の
明
倫
館
は
そ
の
第
1
2
位
で
あ
っ
た
。

⑬
敬
親
の
学
校
経
営
 
明
倫
館
は
ホ
後
幕
末
に
至
る
ま
で
藩
の
中
心
校
止
し
て

人
材
育
成
に
当
る
が
、
嘉
永
二
年
、
敬
親
は
明
倫
館
を
改
築
し
、
ま
た
江
戸
桜

田
邸
に
有
備
館
を
設
け
た
。

 
書
経
説
明
巾
惟
事
事
、
轟
音
有
レ
備
。
有
レ
備
無
・
患
。

な
お
幕
末
に
は
藩
校
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
、

 
三
田
尻
に
越
氏
塾
（
後
に
講
習
堂
）
河
野
養
哲

 
山
口
に
講
習
堂
（
後
に
鴻
城
明
倫
館
）
上
田
鳳
陽

・
が
あ
っ
た
。

ロ
、
支
藩
の
学
校

1
、
長
府
藩
 
⑩
匡
芳
に
よ
り
寛
政
四
年
目
一
七
九
二
）
掛
買
館
が
設
け
ら
れ
る
。

 
主
な
儒
者
は
、

 
小
田
島
川
（
独
囎
庵
ノ
弟
）
 
そ
の
r
小
田
南
咳
 
臼
杵
鹿
垣
 
そ
の
r
横
破

 
結
城
確
所

2
、
徳
山
藩
 
ω
尊
堂
が
天
明
五
年
（
一
七
八
五
）
鳴
鳳
館
（
後
に
嘉
永
五
年

 
1
2
月
、
興
譲
館
と
改
む
）
を
置
く
。

 
国
富
鳳
山
 
長
沼
三
石
 
本
城
紫
巖
 
役
藍
泉
 
青
木
葵
園

・
3
、
清
末
藩
 
ω
匡
邦
が
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
育
英
館
を
建
つ
。

 
 
孟
子
蓋
心
L
 
得
二
天
下
英
才
一
三
教
二
三
之
一
、
三
楽
也
。

 
片
山
鳳
翻
 
佐
々
木
竜
原
 
田
島
京
三

 
旧
清
末
藩
学
事
評
語
制
度
（
山
口
文
書
館
蔵
-
教
育
沿
革
史
草
稿
六
支
藩
達

 
書
）
に
日
く
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
マ
へ

 
天
明
七
年
（
一
七
八
七
）
藩
祖
毛
利
讃
岐
謡
言
訓
新
型
ニ
学
校
ヲ
設
立
シ
学

 
令
ヲ
作
り
毎
年
開
講
ノ
際
学
官
之
ヲ
朗
読
シ
大
夫
有
司
学
生
ヲ
シ
テ
聴
聞
セ
，
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シ
メ
永
ク
典
礼
ト
ナ
ス
大
意
士
タ
ル
者
ハ
学
問
ヲ
勉
メ
サ
ル
ヘ
カ
ラ
サ
ル
ノ

 
要
旨
ヲ
述
フ
此
他
文
学
奨
励
ノ
命
令
世
々
之
ア
リ
ト
錐
モ
目
今
散
乱
詳
カ
ナ

 
ラ
ス

○
士
族
卒
ノ
子
弟
教
育
方
法

 
藩
立
学
校
ノ
生
徒
ハ
士
族
二
限
リ
卒
已
下
ハ
入
ル
ヲ
許
サ
ス
且
士
族
タ
リ
ト

 
モ
必
ス
藩
立
校
二
入
学
ス
ル
ノ
束
縛
法
ナ
シ
ト
錐
モ
当
初
学
令
中
墨
諭
ノ
絵

 
響
施
テ
近
年
二
，
及
ヒ
士
タ
ル
者
ハ
必
ス
入
学
セ
シ
ム
ル
習
慣
ト
ナ
レ
リ
但
遠

 
地
土
着
ノ
者
ハ
勢
能
ハ
サ
ル
者
儘
亦
之
ア
リ
藩
費
ヲ
以
テ
他
国
へ
遊
学
セ
シ

 
メ
シ
コ
ハ
旧
来
ノ
典
形
タ
リ
但
財
政
ノ
黒
馬
ト
文
運
ノ
泰
山
ト
早
早
テ
入
員

 
二
多
少
ア
リ
シ
ノ
ミ
自
費
遊
学
志
願
ノ
者
ハ
無
論
何
時
モ
之
ヲ
許
可
ス

○
平
民
ノ
子
弟
教
育
法

 
卒
以
下
平
民
ノ
教
育
別
二
制
規
ナ
シ
其
私
家
塾
二
会
テ
自
由
受
業
ス
ル
ニ
放

 
任
ス

○
家
塾
寺
子
屋
役
員
ノ
制
度

 
是
亦
開
閉
存
廃
其
自
由
二
業
セ
タ
ゾ

4
、
岩
国
 
始
祖
広
家
学
を
崇
び
、
孫
㈲
広
嘉
志
を
継
ぎ
、
由
的
宇
都
宮
首
里

 
を
挙
げ
用
い
一
ま
た
そ
の
子
三
的
も
次
い
で
藩
教
に
寄
与
す
。

 
，
朝
枝
毅
斎
 
樋
口
三
里
 
山
県
三
盛
 
三
須
蛛
水
」

 
宝
歴
4
年
、
横
山
講
堂
が
、
文
化
9
年
錦
見
講
堂
が
設
け
ら
れ
る
が
、
藩
校

 
と
し
て
は
、
⑫
経
幹
が
弘
化
三
㎜
年
 
養
老
館
を
建
つ
。

 
 
玉
乃
九
華
 
二
宮
錦
水
 
樋
口
運
庵

ハ
、
諸
邑
ノ
学
館

須
佐
（
益
田
氏
）

一
育
英
館
 
 
吉
敷
郡
問
田
（
益
田
家
）
一
学
習
斎

右
田
（
毛
利
氏
）
1
時
観
園
一
再
に
学
文
堂
 
長
府
（
毛
利
家
）
1
野
馬
場
・

厚
狭
（
毛
利
氏
）
1
朝
陽
館
 
三
野
（
宍
戸
家
）
一
直
鱈
場

吉
敷
（
毛
利
氏
）
一
憲
章
館
 
宇
部
（
福
原
家
）
1
維
新
館

大
野
（
毛
利
氏
）
1
弘
道
館
 
 
 
、

二
、
私
塾
の
例

萩
の
難
壁
堂
-
張
型
門
 
 
 
立
野
の
養
毛
場
一
難
波
伝
兵
衛

萩
の
時
貸
斎
-
木
村
藤
太
 
 
萩
の
松
下
村
塾
-
吉
田
松
陰

岩
国
 
沢
写
塾
t
東
沢
写
 
 
三
隅
 
尊
聖
堂
L
村
田
清
風

下
関
 
東
皐
塾
1
三
輪
東
皐
 
岩
田
村
 
精
業
舎
-
国
光
小
源
太

 
 
 
 
 
 
ゲ
キ
ノ
ヅ

．
、
下
関
 
竹
崎
鵤
頭
塾

ホ
㍉
寺
子
屋
（
清
末
の
部
）

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
学
館
・
私
塾
が
士
分
の
子
弟
を
対
象
に
、
漢
学
中
心
の
教
育
を
し
た
に
対
し
、

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む
 
 
 
む

寺
小
屋
は
一
般
庶
民
の
子
供
を
相
手
に
、
ヨ
ミ
（
か
な
・
漢
字
が
読
め
る
）

 
む
 
む
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
む

 
カ
キ
（
か
な
・
漢
字
が
書
け
る
）
を
教
え
、
必
要
に
応
じ
て
算
（
そ
ろ
ば
ん
）

 
を
加
え
、
更
に
は
裁
縫
・
技
芸
を
授
け
る
所
も
あ
っ
た
。

 
清
末
藩
 
7
（
山
口
県
教
育
藁
薦
べ
に
挙
ぐ
る
も
の
）

．
名
称
 
所
在
地

 
 
 
 
上
保
木
村

 
 
 
 
小
月
村
平
原

柳
漢
精
舎
小
月
村

 
 
 
 
楢
崎
村

 
 
 
 
久
野
村

 
 
 
 
清
末
村
中
原

 
 
 
 
同
道
祖
の
上

塾
主
氏
名

河
田
清
蔵

溝
口
 
通
'

広
井
良
図

．
三
岡
宜
慶

水
川
除
助

菅
兵
介

溝
口
和
七

（113）

清
末
藩
の
文
芸
（
そ
の
一
 
序
論
）
 
（
付
）
歌
人
「
毛
利
碧
堂
」
（
計
猷
）
に
つ
い
て



又
云
 
 
1
8
（
但
し
明
治
初
年
の
数
 
清
末
藩
旧
記
付
冊
鵬
ぺ
）

（
付
）
 
歌
人
「
毛
利
碧
堂
」
に
つ
い
．
て

 
碧
堂
、
本
名
は
元
恒
、
清
末
藩
主
十
代
の
後
商
。
清
末
藩
は
八
代
毛
利
元
純

の
時
、
明
治
維
新
を
迎
え
る
。
明
治
2
年
6
月
藩
王
奉
還
、
同
月
藩
知
事
に
任

じ
、
明
治
4
年
辞
す
。

 
明
治
1
7
年
、
．
九
代
元
忠
に
子
爵
が
授
け
ら
れ
、
そ
の
長
男
元
恒
（
十
代
）
が

大
正
3
年
襲
爵
す
る
。
こ
の
元
恒
が
歌
人
碧
堂
そ
の
人
で
あ
る
。
・

㈲
一
型
〃
純
一
一
兀
忠

1
元
恒
・
（
明
治
2
3
、
7
、
2
0
生
）

 
愛
子
（
〃
 
2
9
、
1
1
、
2
7
生
）

 
（
子
爵
内
藤
政
潔
ノ
長
女
）

1
女

1
女

一
美
忠

-
忠
正

一
元
茂

1
元
博

大
正
1
2
、
＝
5
、

，
グ
 
一
3
、
1
1
、

”
 
 
4
・
7
、

昭
和
4
、
6
、

編撃

麺

15 17 213

4
｛

て

28

15 13 11 5
 N   N   ｝   1

4 6 12 6
 N   N   ｝   ｝

29 15 1 2

従
四
位

山
口
県
家
禽
協
会
長

小
野
田
セ
メ
ン
ト
取
締
役

東
京
へ
移
住

正
四
位

勲
四
等

従
三
位

旭
日
小
三
章

没
す
 
8
5
才
多
摩
霊
園
に
葬
る
。

碧
堂
の
歌
業
歴

 
い
ま
多
摩
市
に
健
在
の
愛
子
夫
人
の
手
許
に
、
碧
堂
自
筆
の
履
歴
書
が
あ

る
。
歌
歴
に
関
す
る
部
を
抄
録
す
る
と
、

 
明
治
4
0
、
3
、
東
京
府
立
四
身
修
了
（
病
の
た
め
休
学
）
家
庭
教
師
に
よ
り

 
 
 
 
 
 
 
学
習
。

 
大
正
5
、
4
、
金
子
薫
園
、
与
謝
野
晶
子
、
佐
々
木
信
綱
、
尾
上
八
郎
に
つ

 
 
 
 
 
 
 
き
歌
学
を
学
ぶ
。
・

 
〃
 
8
、
1
、
歌
学
研
究
会
を
起
し
、
「
白
梅
」
〔
歌
誌
〕
刊
行
 
二
千
部
。

 
〃
 
9
、
7
、
「
「
白
梅
集
」
 
〔
歌
集
〕
を
出
す
。
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毛
利
元
恒
の
略
歴

明
治
2
3
、
7
、
2
0
、

 
〃
 
4
3
、
7
、
3
0

 
大
正
3
、
3
、
2
3

ノ

誕
生
 
 
 
，

従
五
位
」

防
長
教
育
会
副
会
長

作
歌
数
は
一
万
鯨
。

研
究
と
し
て
は
「
万
葉
集
に
表
わ
れ
た
る
麻
里
布
の
里
」
。

に
至
ら
ず
、
残
念
な
り
。

遂
に
刊
行
す
る



昭
和
4
、
4
、
4
～
5
日
 
広
島
放
送
局
よ
り
、
「
万
葉
集
に
表
わ
れ
た
る

 
 
 
 
 
 
祝
島
」
を
放
送
す
。

〃
 
8
年
～
1
4
年
 
東
京
、
大
阪
の
新
聞
、
キ
ン
グ
、
婦
人
画
報
な
ど
に
発

 
 
 
 
 
 
表
。

〃
 
1
0
、
4
、
梅
光
女
学
院
で
、
専
攻
科
・
四
年
三
年
に
対
し
「
短
歌
及
び

 
 
 
 
 
 
歌
学
史
」
と
題
し
て
講
演
。

○
な
お
清
末
藩
旧
記
附
冊
に
、
左
の
記
事
も
見
ゆ
。

．
大
正
十
一
年
半
利
元
恒
（
碧
堂
）
作
、
歌
野
に
て

 
猟
に
来
し
歌
野
の
在
は
梅
島
ぎ
つ
野
に
か
ぎ
ろ
い
の
春
め
き
て
あ
り

 
外
3
首
（
略
）
 
 
（
春
陽
会
誌
掲
載
）

 
右
に
拠
れ
ば
、
碧
堂
が
旧
藩
地
清
末
に
在
っ
て
、
地
元
民
と
睦
み
、
歌
人
と

し
て
自
ら
は
作
歌
に
精
進
し
、
ま
た
歌
道
の
指
導
者
と
し
て
活
躍
し
た
の
は
大

正
期
で
あ
る
。

郷
土
に
お
け
る
碧
堂
の
作
歌
活
動

ω
大
正
初
期

後
に
奇
哀
歌
鳥
が
礁
鄭
の
創
刊
号
（
昭
和
8
年
2
月
）
に
書
い
た
「
防

長
歌
壇
の
回
顧
」
に
い
う
、

 
…
…
大
正
二
、
三
年
頃
か
と
思
ふ
。
…
…
或
は
一
、
、
二
年
後
で
あ
っ
た
か
、

 
毛
利
碧
堂
氏
が
盛
ん
に
新
潮
の
歌
壇
（
金
子
薫
園
氏
選
）
に
投
稿
し
て
居
ら

 
れ
た
。
又
南
部
友
也
氏
の
御
名
前
も
よ
く
見
か
け
た
。
…
…

 
 
 
 
 
 
 
 

 
関
門
日
日
歌
壇
の
起
源
は
何
年
頃
か
知
ら
ぬ
が
…
…
（
担
当
 
吉
田
楚
峰
）

 
 
く
 
 
 
 
く

 
…
…
寄
稿
家
に
は
…
…
毛
利
碧
堂
…
…
森
本
一
碧
…
…
等
主
な
る
も
の
で
あ

 
つ
た
。
…
…
関
日
歌
壇
の
歌
は
琢
木
器
が
大
部
分
を
占
め
て
居
た
。
…
…
現

県
下
の
名
あ
る
歌
人
は
大
部
分
関
日
歌
壇
か
ら
送
ら
れ
た
。
…
・
-
そ
の
後
吉

 
田
楚
峰
氏
京
城
日
報
に
転
任
せ
ら
る
㌧
や
、
毛
利
碧
堂
氏
が
関
日
の
後
を
引

 
受
け
ら
れ
た
。

 
 
右
の
関
門
日
日
の
外
、
碧
堂
は
地
元
紙
の
馬
関
毎
日
、
防
長
新
聞
な
ど
の

 
 
歌
壇
の
選
者
も
担
当
し
、
ま
た
地
元
で
作
歌
指
導
に
も
手
を
染
め
る
。

②
大
正
中
期
・
後
期

 
 
清
末
を
中
心
と
す
る
下
関
地
区
で
、
女
性
の
歌
作
指
導
に
の
り
出
し
、
女

 
 
性
の
み
の
歌
誌
「
白
梅
」
 
（
プ
リ
ン
ト
版
？
）
を
刊
行
し
た
と
推
定
さ
れ

 
 
る
（
白
梅
二
巻
6
号
の
大
田
、
弘
中
両
氏
の
回
想
文
。
ま
た
水
可
美
二
巻

 
 
6
号
の
小
川
氏
の
自
梅
三
年
史
。
）
が
、
現
物
が
見
当
ら
ず
、
そ
の
時
期
、

 
・
期
間
、
範
囲
な
ど
未
詳
。

欧
誌
駆
梅
」
発
刊
の
胎
動
百
梅
L
癖
年
記
念
望
（
大
正
攣
・
月
）
勺

 
6
2
べ
に
、
「
私
共
の
小
さ
な
建
築
」
と
題
す
る
大
田
哀
歌
鳥
の
回
顧
あ
り
、
 
〔

 
要
に
い
う
、

○
大
正
H
年
2
月
、
大
田
が
関
日
紙
へ
短
歌
論
を
出
し
、
碧
堂
の
共
鳴
を
得

 
た
。

O
H
、
3
、
プ
リ
ン
ト
版
「
白
梅
」
を
碧
堂
が
出
す
。
 
（
女
子
の
み
）

之
ら
の
機
運
が
盛
り
上
り
、
広
く
歌
人
に
呼
び
か
け
之
を
結
集
し
、
や
が
て
、

県
下
で
初
の
欧
誌
「
白
梅
」
の
誕
生
を
見
る
。
大
正
n
年
7
月
の
創
刊
で
あ

る
。 

 
大
田
哀
歌
鳥
 
誰
は
義
一
。
明
治
2
3
、
4
、
1
、
防
府
市
に
生
れ
る
。
1
5

 
 
才
頃
よ
り
短
歌
に
志
す
。
大
正
n
年
毛
利
碧
堂
の
白
梅
詩
社
磐
田
に
参
加

 
 
し
、
歌
詩
「
白
梅
」
の
編
集
を
担
当
、
作
歌
に
創
作
に
評
論
に
活
躍
す

清
末
藩
の
文
芸
（
そ
の
一
 
序
論
）

（
付
）
歌
人
「
毛
利
碧
堂
」
（
計
黙
）
に
つ
い
て
9



 
 
る
。
少
ぐ
し
て
耳
を
患
う
。
後
の
白
梅
歌
集
の
巻
頭
に
「
聾
者
の
歌
」
1
9

 
 
首
あ
り
。
昭
和
5
0
年
H
年
、
防
府
天
満
宮
の
境
内
に
歌
碑
建
つ
。
歌
は

 
 
あ
ふ
ぎ
見
れ
ば
 
そ
ら
の
青
き
に
 
う
ま
れ
た
る
 
天
華
と
も
見
ゆ
 
志

 
 
ろ
き
木
蓮

 
 
昭
和
5
2
、
4
、
2
4
・
、
没
す
、
8
7
才
。

「
白
梅
」
の
創
刊
 
主
幹
は
毛
利
碧
堂
-
清
末
、
編
集
は
大
田
哀
歌
鳥
一
防

府
。
編
集
所
・
発
行
所
と
も
防
府
に
お
く
。
印
刷
は
大
村
印
刷
所
。
発
行
所
名

は
始
め
白
梅
短
歌
研
究
会
。
n
年
1
2
月
の
第
5
号
よ
り
第
三
種
郵
便
物
認
可
を

受
け
、
白
構
詩
社
と
改
名
す
。
会
費
-
同
人
は
月
壱
円
、
会
員
は
五
拾
銭
。
誌

代
は
実
費
四
拾
銭
、
誌
型
は
二
巻
3
月
号
ま
で
は
恒
心
正
方
形
変
型
を
と
り
、

以
後
は
普
通
の
底
版
と
な
る
。
量
は
4
0
～
6
0
頁
。
記
念
特
集
号
は
㎜
頁
。

 
先
に
も
引
い
た
「
防
長
歌
壇
の
回
顧
」
一
大
田
1
に
、
…
…
大
正
H
年
6
月

 
2
8
日
、
防
府
市
戎
町
弘
中
氏
邸
で
、
毛
利
碧
堂
氏
、
松
岡
星
花
氏
と
私
、
そ

 
れ
に
弘
中
晴
恵
夫
人
等
と
「
白
梅
」
発
行
の
相
談
を
も
、
8
月
-
口
に
第
一

 
号
を
創
刊
し
た
。
云
云

碧
堂
の
創
刊
の
辞
 
五
首

 
吾
等
こ
㌧
に
た
つ
ど
し
仰
ぐ
大
空
は

 
 
 
青
く
し
澄
み
て
輝
け
る
か
も
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
祝

 
あ
㌧
吾
等
遂
に
た
つ
べ
き
時
は
来
ぬ

 
 
 
天
に
も
地
に
も
み
な
ぎ
る
光

 
離
り
行
く
者
は
追
は
じ
な
一
人
の

 
 
 
ま
こ
と
を
求
め
わ
れ
等
た
つ
べ
き

 
瞳
を
あ
げ
て
吾
等
ゆ
く
べ
き
空
を
見
よ

 
 
 
大
海
を
見
よ
皆
光
ら
ず
や
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
監

地
を
見
れ
ば
こ
ぼ
れ
し
種
子
も
芽
ぶ
か
く
も
・

 
 
吾
等
も
し
か
く
立
つ
べ
か
り
け
り

 
 
 
＼

第
一
巻
4
号
（
大
正
H
年
1
1
月
）
に
は
顧
問
と
し
て
左
の
1
0
名
を
掲
ぐ
。

 
生
田
蝶
介
 
若
山
牧
水
 
木
下
利
玄
 
吉
植
庄
亮
 
竹
久
夢
二
 
橋
田
東
声

 
吉
井
勇
 
窪
田
空
穂
、
矢
島
歓
一
 
石
搏
千
亦

右
の
顧
問
は
時
々
作
品
を
載
せ
、
ま
た
代
る
み
＼
、
競
詠
歌
の
選
者
を
務
め
て

い
る
。
竹
久
夢
二
は
第
3
号
か
ら
表
績
絵
を
画
い
た
。

10

ｼ
の
顧
問
を
配
し
た
の
は
碧
堂
の
力
で
あ
り
、
恥
い
は
中
央
歌
壇
の
空
気
を

取
り
い
れ
、
連
繋
を
保
つ
に
あ
っ
た
。
中
で
も
長
府
出
身
の
生
田
蝶
介
は
、
既

に
東
京
で
「
吾
妹
」
を
主
宰
し
て
お
り
、
特
別
に
連
絡
を
密
に
し
て
い
た
で
あ
 
 
の

ろ
う
し
、
発
現
に
東
京
に
も
横
浜
に
も
冒
梅
」
の
同
人
．
誌
友
は
居
た
。
印

11

N
1
1
月
刊
の
第
5
号
に
は
、
消
息
欄
に
碧
堂
が
短
歌
雑
誌
1
2
月
号
（
東
京
口

本
橋
区
桧
物
甘
言
短
歌
雑
誌
社
刊
 
第
5
巻
1
2
号
）
へ
「
歌
壇
は
歌
学
の
迷
信
に

陥
っ
て
み
る
」
を
発
表
の
筈
と
伝
え
、
訂
ら
も
努
力
し
て
い
る
が
、
中
央
と
の

連
繋
が
ど
の
程
度
成
功
し
た
か
は
不
明
。
な
お
第
二
巻
第
5
号
（
1
2
年
5
月
）

の
消
息
欄
で
は
、
顧
問
に
尾
山
篤
二
郎
馬
横
山
健
堂
、
宇
都
野
研
、
佐
々
木

信
綱
、
三
木
露
風
、
山
田
耕
作
を
追
加
し
て
お
り
、
露
風
は
詩
壇
の
選
者
と
な

る
。
ま
た
山
田
耕
作
は
後
に
碧
堂
が
郷
里
清
末
小
学
校
の
校
歌
を
作
っ
た
時
、

そ
の
校
歌
の
作
曲
を
引
き
受
け
て
い
る
。
夢
二
、
耕
作
と
は
親
し
く
つ
き
合
っ

て
い
た
由
で
、
和
歌
以
外
に
．
も
特
別
の
縁
故
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

 
中
央
と
の
連
絡
を
は
か
っ
、
た
例
と
し
て
は
、
1
2
年
4
月
の
「
白
梅
」
二
巻
4

 
 
 
 
 
 
む
 
 
む

 
号
に
歌
合
評
が
あ
り
、
碧
堂
「
一
本
月
か
ら
他
社
の
歌
の
合
評
を
す
る
事
と

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
サ

 
し
よ
う
。
」
と
「
心
の
花
」
の
五
首
を
と
り
あ
げ
て
い
る
。
．



地
域
に
お
け
る
碧
堂
の
作
歌
指
導

大
正
H
、
9
、
8
、
山
口
町
外
宮
野
村
公
会
堂
に
於
て
短
歌
に
関
す
る
講
演
。

H
年
H
月
号
「
白
梅
」
消
息
欄
に
、
毛
利
主
幹
、
佐
波
高
女
（
防
府
）
、
梅
光

女
学
院
に
て
短
歌
講
演
を
な
す
。

 
 
因
み
に
梅
光
女
学
院
の
広
津
藤
吉
院
長
は
「
白
梅
」
の
客
員
だ
っ
た
。

1
2
、
a
、
1
1
、
白
梅
詩
社
・
白
夜
短
歌
会
共
催
・
防
長
新
聞
社
後
援
で
防
長
短

歌
大
会
が
山
口
町
伊
勢
小
路
の
武
学
養
成
所
で
開
か
れ
た
。
中
原
中
也
も
出
席

し
た
。
（
山
口
県
近
代
文
学
年
表
㎜
ぺ
）
中
也
は
当
時
山
中
二
年
生
、
1
4
才
。
中

也
は
前
年
か
ら
既
に
作
歌
活
動
を
し
て
お
り
、
同
人
歌
集
も
出
し
て
い
る
が
、

「
白
梅
」
誌
上
に
は
そ
の
作
品
は
見
え
な
い
。

「
白
梅
歌
集
」
の
刊
行

 
先
に
も
引
い
た
「
私
共
の
小
さ
な
建
築
」
1
大
田
哀
歌
鳥
一
に
、

 
大
正
1
2
、
6
、
幽
1
8
、
正
午
か
ら
防
府
町
弘
中
邸
で
白
梅
〔
歌
集
〕
出
刊
を
協

 
議
、
集
ま
る
者
七
人
、
碧
堂
 
大
田
 
松
岡
 
斎
藤
 
波
多
野
 
児
玉
 
弘

 
中
夫
人
。
と
あ
り
。

 
歌
誌
創
刊
一
周
年
を
記
念
し
て
、
会
員
の
歌
集
を
編
纂
、
，
刊
行
の
事
は
念
願

 
で
あ
り
、
「
白
梅
」
誌
に
も
予
告
し
た
。
と
あ
る
。
そ
の
広
告
は
左
の
通

 
り
。

毛
利
碧
堂
選

 
白
梅
双
書

．
第
三
編

白
 
梅
 
歌
 
集

b

四
六
版
総
布

背
金
美
本

歌
数
約
七
百
首

晦
 
九
篇

作
者
 
六
十
旧
名

定
価
 
壱
円
六
拾
銭

 
…
…
内
容
省
略
…
：

 
愈
々
九
月
初
旬
出
版
 
 
 
 
（
「
シ
ラ
ム
メ
」
1
2
年
9
月
号
）

さ
て
刊
行
さ
れ
た
「
白
梅
歌
集
」
は
、
奥
付
に
大
正
1
2
、
1
0
、
1
、
白
梅
詩
社

発
行
と
あ
り
。
四
六
版
で
本
文
㈱
頁
定
価
 
一
円
六
十
銭
内
容
は

 
和
歌
 
脳
首
 
作
者
5
8
人

、
詩
 
 
9
篇
 
作
者
4
人
 
で
あ
る
。

碧
堂
の
序
に
拠
れ
ば
、
和
歌
は
各
自
が
2
0
首
を
自
選
し
た
も
の
を
提
出
、
う
ち

平
均
9
首
を
碧
堂
が
選
抜
し
た
。
詩
は
三
木
露
風
の
選
で
、
 
「
白
梅
」
に
発
表

し
た
作
品
よ
り
採
っ
た
。
之
を
白
梅
双
書
の
第
一
編
と
し
、
爾
後
二
周
年
三
周

年
と
重
ね
て
箭
二
第
三
の
選
集
を
出
す
意
気
ご
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
れ
は
残
念

な
が
ら
実
現
し
な
か
っ
た
。

○
白
梅
歌
集
の
作
品
の
中
か
ら

 
聾
者
の
歌
 
大
田
哀
歌
鳥

聾
者
て
ふ
ま
こ
と
か
な
し
き
う
つ
そ
み
の

 
 
 
生
命
の
上
に
も
春
は
尊
し

 
潮
風
 
 
 
弘
中
晴
恵

ざ
わ
ざ
わ
と
諸
葉
を
な
ら
す
潮
風
の

 
 
 
つ
の
る
と
見
れ
や
夕
方
ま
け
て

 
鳥
影
 
 
 
小
川
五
郎

空
高
く
あ
が
る
雲
雀
の
か
げ
み
せ
て

 
 
 
野
面
あ
か
る
き
陽
の
う
ご
き
か
も

 
雑
詠
抄
 
 
毛
利
碧
堂

雨
は
れ
て
い
や
さ
や
か
な
る
杉
の
色

清
末
藩
の
文
芸
（
そ
の
一
 
序
論
）
 
（
付
）
歌
人
「
毛
利
碧
堂
」
（
針
獣
）
に
つ
炉
て

（117）

／



谷
に
か
た
む
き
陽
は
う
す
れ
つ
つ
 
i
秋
山
路
一

 
人
の
世
の
途
を
ゆ
き
て
 
毛
利
愛
子
〔
碧
堂
夫
人
〕

な
く
な
く
 
よ
ろ
こ
び
も
な
く

，
愁
の
み
わ
れ
に
と
も
な
ふ

わ
が
心
病
み
て
は
か
な
く

さ
だ
め
な
き
路
を
ぞ
た
ど
る
、

こ
し
か
た
の
夢
は
あ
れ
ど
も

あ
ふ
ぎ
み
る
力
は
あ
ら
ず

 
 
 
（
中
略
）

世
は
さ
び
し
 
路
は
冷
た
し

わ
れ
ひ
と
り
わ
れ
を
悼
み
て

 
 
 
 
 
 
（
マ
・
）

ほ
の
ぐ
ら
き
生
の
い
ふ
べ

行
き
が
て
に
立
ち
ぞ
わ
づ
ら
ふ

み
ち
し
ば
の
露
に
な
つ
さ
ひ

星
絶
え
し
空
を
見
る
か
な

朝
霧
の
は
れ
て
海
路
の
瀬
戸
も
せ
に

 
 
 
ま
く
渦
潮
は
な
り
ど
よ
み
つ
つ

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
ヤ

大
正
1
2
年
1
2
月
号
-
第
二
巻
1
1
号
の
「
白
梅
」
誌
は
、
発
行
所
が
小
月
村
〔
旧

清
末
藩
の
中
心
地
〕
．
白
梅
詩
社
と
な
り
て
い
る
。
蓋
し
編
集
者
犬
田
哀
歌
鳥
が

病
み
、
止
む
な
く
主
幹
碧
堂
自
ち
が
編
集
し
た
の
で
あ
る
。

「
白
梅
」
誌
に
み
る
碧
堂
の
研
究
、
評
論
の
主
な
も
の

か
な
つ
か
ひ
に
つ
い
て
 
一
、
二
、
三
、
一
白
梅
 
二
巻
4
、

 
「
ち
～
の
み
」
と
い
ふ
語
に
つ
い
て
 
二
巻
1
0
月
号

新
古
今
研
究
 
大
田
・
南
部
・
毛
利
の
鼎
談
 
三
巻
4
号

金
椀
集
研
究
同
前
．
一
、
二
、
三
巻
5
、
6
号

万
葉
集
選
講
（
釈
）
 
一
巻
4
、
5
号

大
正
1
2
年
歌
壇
の
回
想

関
西
歌
壇
の
回
顧

短
歌
根
本
論

・
三
巻
1
号

三
巻
2
号

三
巻
4
号

5
、
6
号

C118）

 
こ
の
年
9
月
1
日
、
関
東
大
震
災
あ
り
、
会
員
、
誌
友
に
も
犠
牲
者
が
出

る
。
歌
誌
「
シ
ラ
ム
メ
」
の
1
3
年
i
月
新
年
号
に
は

 
大
な
み
 
 
生
田
蝶
介

大
あ
め
つ
ち
の
ふ
と
こ
ろ
に
わ
が
や
す
ら
け
く

 
 
 
あ
り
と
お
も
ふ
に
こ
の
地
ゆ
れ
は
や

以
下
n
首
を
掲
ぐ
。
．

 
こ
の
号
に
碧
堂
は
〔
山
口
県
〕
大
島
遊
行
1
5
首
を
思
す
。

 
元
就
の
詞
藻
に
つ
い
て
 
一
、
ニ
ー
二
巻
1
、
2
開

元
就
の
詠
草
を
集
め
た
も
の
を
春
霞
集
と
云
っ
て
み
る
。
．
…
…
…
彼
れ
の
詠
草

七
十
余
首
其
他
を
集
め
た
も
の
で
あ
る
が
、
其
内
で
も
尤
も
有
名
な
歌
と
し
て

は 
 
 
 
花

 
け
ふ
の
日
も
よ
し
さ
は
暮
れ
ぬ
く
れ
て
こ
そ

 
 
 
枕
も
か
ら
め
花
の
下
蔭



 
と
云
ふ
の
と
、
．

 
 
青
柳
の
糸
く
り
か
へ
す
そ
の
か
み
は

 
 
 
 
誰
が
小
田
巻
の
は
じ
め
な
る
ら
ん

 
と
云
ふ
の
が
あ
る
が
、
此
の
青
柳
の
歌
は
尤
も
世
間
に
伝
へ
ら
れ
て
る
る
。

・
 
こ
の
歌
は
自
筆
の
も
の
が
毛
利
公
爵
家
に
残
っ
て
み
る
が
、
そ
の
自
筆
に
そ

 
 
へ
て
…
…

 
 
 
此
柳
詠
草
ハ
勧
修
寺
家
〔
江
戸
期
を
通
じ
て
毛
利
氏
と
関
係
の
深
い
公
卿
家
で
あ
る
〕
ヨ
ワ
後
水
尾
帝
二
奉
ル
旨

 
 
 
御
記
ア
リ
…
…
…

 
 
三
遷
の
死
後
、
…
…
上
聞
に
達
し
た
わ
け
で
あ
る
。

俳
句
と
し
て
は

 
梅
さ
け
ば
月
も
匂
へ
る
か
す
み
か
な

 
 
雲
州
に
在
陣
せ
し
こ
ろ
島
根
と
い
ふ
所
に
て

 
秋
の
月
客
に
や
に
ほ
の
浜
千
鳥

 
…
…
（
略
）
…
…

彼
れ
〔
元
就
〕
の
作
歌
風
調
は
…
…
委
細
に
見
る
と
む
し
ろ
金
葉
集
、

集
、
古
今
集
に
近
い
と
こ
ろ
が
あ
る
様
に
思
へ
る
、
云
々

詞
花

文
芸
往
来
に
関
す
る
事
件

 
白
梅
の
第
三
巻
6
号
（
大
正
1
3
、
6
、
）
に
文
芸
往
来
創
刊
の
広
告
が
載

る
。
防
府
町
戎
町
の
文
芸
往
来
社
が
発
行
す
る
も
の
で
毎
号
7
0
ぺ
 
定
量
二
十

銭
 
と
あ
り
、
歌
欄
に
蝶
介
、
碧
堂
、
哀
歌
鳥
ら
、
詩
欄
に
小
川
五
郎
、
創
作

に
哀
歌
鳥
ら
が
顔
を
並
べ
て
い
る
。
歌
誌
「
白
梅
」
と
ど
ん
な
風
に
関
係
し
て

い
北
の
か
不
明
で
あ
る
が
、
白
梅
の
読
者
側
か
ら
異
論
が
出
た
ら
し
く
、
1
3
年

8
月
刊
の
「
白
梅
」
第
三
巻
7
号
の
裏
の
表
紙
に
、
「
謹
告
」
と
題
し
て
左
の
・

文
が
載
る
。

 
小
生
等
文
芸
往
来
に
関
係
い
た
し
居
り
此
処
多
数
の
白
梅
会
員
諸
氏
よ
り

 
「
二
兎
を
追
ふ
者
は
一
兎
を
も
得
ず
白
梅
に
全
力
を
つ
く
さ
れ
た
し
」
と
の

 
御
忠
告
を
受
け
諸
氏
の
白
梅
に
御
熱
心
な
る
事
に
今
更
乍
ら
感
激
し
自
今
ひ

 
た
す
ら
に
白
梅
向
上
に
全
力
い
た
す
べ
く
候
新
藤
君
等
と
相
談
の
結
果
小
生

 
等
は
文
芸
往
来
よ
り
退
く
事
に
相
成
候
間
此
段
同
人
及
び
会
員
諸
君
に
謹
告

 
候
也
・
 
 
 
 
 
 
 
 
，

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
毛
利
碧
堂

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
大
田
哀
歌
鳥

「
白
梅
」
の
廃
刊
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
．

 
歌
誌
「
白
梅
」
は
表
題
文
字
を
 
白
梅
（
一
巻
-
二
巻
5
号
）
↓
「
シ
ラ
ム

 
メ
」
 
（
二
巻
6
号
一
三
巻
5
号
）
↓
「
志
ら
む
め
」
 
（
三
巻
6
号
…
…
）
と

 
変
更
し
つ
～
も
き
4
0
～
5
0
頁
の
内
容
を
保
持
し
て
続
く
。
二
巻
1
2
号
に
は
友

 
広
保
一
氏
が
「
草
路
」
の
筆
名
で
作
品
発
表
。
こ
の
頃
小
川
五
郎
氏
も
参
加

 
し
て
誌
上
に
活
躍
す
る
が
、
氏
は
三
巻
9
号
・
1
0
号
で
の
大
田
氏
と
の
論
争

 
で
去
る
。
 
「
白
梅
」
は
四
巻
1
、
2
、
3
号
，
（
3
1
号
）
を
出
し
て
終
刊
す
る

．
が
、
小
川
氏
が
録
し
た
「
白
梅
三
年
史
」
 
（
ω
水
可
美
ニ
ノ
6
 
ω
水
可
美

 
ニ
ノ
7
 
㈲
水
可
美
ニ
ノ
8
 
ω
水
可
美
ニ
ノ
ー
0
）
は
「
白
梅
」
を
知
る
良

 
き
紹
介
書
。

そ
の
最
後
の
．
一
節
を
引
く
。
 
（
水
可
美
ニ
ノ
ー
0
）

 
以
上
白
梅
三
年
史
を
叙
述
し
た
。
号
を
重
ね
る
こ
と
三
十
一
回
、
年
を
閲
す

 
る
こ
と
約
三
年
で
あ
る
。
其
間
幾
多
の
変
遷
動
揺
は
あ
っ
た
が
し
か
し
と
も

 
か
く
防
長
歌
壇
史
上
に
大
き
な
足
跡
を
残
し
た
こ
と
は
争
は
れ
ぬ
事
実
で
あ
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清
末
藩
の
文
芸
バ
そ
の
一
 
序
論
）
 
（
付
）
歌
人
可
毛
利
碧
堂
」
（
泄
猷
）
に
つ
い
て



り
当
事
者
た
る
毛
利
、
大
田
両
氏
の
功
績
偉
大
で
あ
る
。
白
梅
に
よ
っ
て
誕

生
レ
成
長
し
た
歌
人
も
少
か
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
云
々

碧
堂
の
歌
風
に
つ
い
て

O
右
の
水
可
美
二
巻
6
号
の
「
白
梅
三
年
史
」
に
お
け
る
小
川
五
郎
の
「
白

梅
」
創
刊
号
の
評
に
曰
く
、

 
本
欄
の
歌
は
生
田
蝶
介
、
毛
利
碧
堂
の
二
三
で
、
碧
堂
氏
の
歌
は
「
皇
后
宮

を
迎
へ
奉
る
歌
」
と
題
し
て
二
段
組
一
頁
1
7
首
を
発
表
。

 
む
ら
さ
き
の
夕
棚
雲
の
た
な
び
け
る

 
 
「
多
々
良
の
山
に
な
く
鳩
の
声

 
：
い
：
（
略
）
…
…

調
子
は
ほ
ゴ
薫
園
張
で
あ
る
。
同
人
欄
…
…
多
く
は
明
星
派
的
作
品
で
あ
る
。

○
防
長
歌
壇
の
回
顧
-
大
田
哀
歌
鳥
（
水
可
美
1
号
）
に
、

 
…
…
白
梅
で
傑
出
し
た
歌
人
の
名
前
だ
け
を
掲
げ
て
お
き
た
い
。

 
 
先
づ
毛
利
碧
堂
氏
、
小
方
白
夜
氏
、
竹
内
八
郎
氏
、
小
川
五
郎
氏
、
江
原

青
鳥
氏
、
南
部
友
也
氏
、
女
流
で
は
弘
中
晴
恵
、
長
井
白
花
、
奈
良
幸
子
、

 
荘
原
照
子
の
諸
姉
、
以
上
の
諸
氏
は
県
下
に
於
て
「
白
梅
」
が
産
ん
だ
歌
人

 
中
の
鍾
々
た
る
も
の
で
あ
ら
う
。
云
々

○
な
お
大
田
氏
に
は
「
白
梅
」
三
巻
6
号
（
大
正
1
3
、
「
6
、
）
に
「
毛
利
碧
堂

氏
の
歌
と
人
」
が
あ
る
。
要
に
曰
く
、

 
…
…
私
が
氏
の
歌
を
最
初
見
た
の
は
七
八
年
以
前
の
事
で
あ
っ
た
と
思
ふ
。

 
関
日
新
聞
で
も
沢
山
見
力
が
そ
れ
は
今
手
元
に
な
い
。
金
子
薫
園
百
選
の
新

 
潮
の
歌
壇
に
次
の
や
う
な
の
が
あ
る
。

 
（
1
0
首
の
う
ち
5
首
を
あ
ぐ
。
い
ま
略
す
。
）

と
初
期
時
代
を
評
し
、
次
い
で

 
数
年
後
の
林
鐘
〔
歌
誌
〕
時
代
に
な
る
と
氏
の
歌
は
一
通
り
歌
と
し
て
洗
練

 
さ
れ
た
も
の
と
な
っ
て
居
る
。

 
こ
の
時
代
か
ら
氏
の
歌
は
万
葉
調
に
な
っ
て
来
て
み
る
が
、
然
し
万
葉
の
剛

．
健
さ
は
氏
の
歌
に
は
な
い
。
万
葉
調
で
あ
り
乍
ら
流
暢
と
繊
細
と
が
氏
の
表

 
現
相
で
あ
る
。

と
中
期
を
評
し
、
更
に
現
状
及
び
将
来
を
期
し
て
、

 
氏
と
文
通
す
る
や
う
に
な
っ
て
か
ち
は
益
々
氏
の
歌
に
親
し
み
を
持
つ
や
う

 
に
な
っ
た
。
白
梅
創
刊
号
に
発
表
さ
れ
た
巻
頭
五
首
〔
描
頁
参
照
〕
は
優

 
れ
た
歌
で
あ
る
。
私
は
こ
う
し
た
張
り
切
っ
た
気
魂
を
氏
の
歌
に
要
求
し
た

 
い
。
二
体
で
氏
の
歌
は
叙
景
よ
り
叙
情
に
優
れ
た
も
の
が
多
い
。
…
…
…

氏
の
個
性
が
貴
族
的
で
あ
り
、
静
観
的
で
あ
め
、
保
守
的
で
あ
る
と
私
は
云

 
つ
た
。
U
：
…
私
は
氏
が
環
境
に
侵
害
さ
れ
ず
・
地
位
を
意
識
し
て
貴
重
な

 
個
性
を
い
つ
ま
で
も
隠
蔽
し
て
居
ら
れ
る
人
で
な
い
事
を
信
じ
て
居
る
が
故

 
に
、
氏
の
今
後
に
期
待
を
持
つ
。
…
…
氏
の
芸
術
の
円
熟
は
こ
れ
か
ら
で
あ

 
る
。
云
々

 
 
 
 
 
 
 
 
 
プ
ロ
フ
イ
ル

郷
里
に
お
け
る
碧
堂
の
横
顔

○
地
元
小
学
校
の
校
歌
を
作
る
，

 
清
末
小
の
校
歌
「
桜
の
匂
い
」
は
碧
堂
作
詞
、

わ
れ
て
い
る
。
尤
も

 
い
し
づ
え
固
く
も
，
育
英
館
の

 
歴
史
を
受
け
つ
蓄
 
わ
れ
ら
の
た
め
に

山
田
耕
作
作
曲
で
、
今
も
歌

〔正20〕



 
こ
の
学
舎
の
・
な
り
に
し
そ
の
日

 
き
ょ
う
と
し
祝
う
朝
日
の
光

 
た
え
な
る
桜
よ
 
も
ろ
木
も
芽
ぶ
き

 
若
葉
は
 
の
ぞ
み
の
光
に
く
ん
ず

の
語
意
が
子
供
に
理
解
さ
れ
る
の
は
難
し
い
。
と
担
当
教
員
は
話
し
て
い
た
。

在
郷
中
の
碧
堂
は
、
小
学
校
に
も
顔
を
出
し
、
卒
業
式
に
は
賞
品
を
贈
る
な
ど

世
話
好
き
の
お
殿
様
だ
っ
た
と
い
う
。
地
元
民
は
元
恒
氏
を
ゴ
ゼ
ン
サ
マ
，
夫

人
を
オ
オ
キ
サ
マ
（
大
奥
様
？
）
と
呼
ん
だ
。
と
古
老
は
語
っ
た
。

○
碧
堂
は
小
鳥
の
愛
好
家

 
大
正
1
3
年
に
は
山
口
県
家
禽
協
会
長
と
な
る
。
当
時
、
清
末
の
毛
利
邸
は
宅

地
五
千
坪
、
裏
山
五
千
坪
で
広
々
と
し
て
い
た
。
愛
子
夫
人
の
思
い
出
話
に
、

 
小
鳥
を
沢
山
飼
育
し
ま
し
た
。
外
国
産
の
白
色
イ
ン
コ
な
ど
は
よ
く
売
れ

 
て
、
案
外
に
儲
か
っ
た
も
の
で
す
。
云
々

 
八
代
藩
主
の
墓
が
あ
る
が
。
維
新
後
廃
佛
棄
釈
の
こ
と
あ
り
、
元

 
恒
氏
は
神
道
に
よ
り
多
摩
霊
園
に
葬
ら
る
。

○
愛
子
夫
人
は
ご
健
在
で
、
多
摩
市
に
令
息
元
博
氏
と
住
ん
で
い
ら

 
れ
る
。

○
資
料
の
歌
誌
「
白
梅
」
、
ま
た
「
白
梅
歌
集
」
は
今
日
で
は
共
に

 
皆
具
の
書
で
あ
る
。
幸
い
に
前
者
は
全
3
1
冊
？
の
う
ち
2
2
冊
（
田

 
村
為
事
贈
1
県
文
書
館
）
を
、
後
者
の
白
梅
歌
集
は
多
摩
市
の
愛

 
子
夫
人
よ
り
借
覧
す
る
を
得
た
。
一
特
記
じ
て
謝
意
を
表
す
る
。
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晩
年
の
碧
堂

 
昭
和
4
、
6
、
～
、
東
京
へ
移
住
し
た
。
 
こ
の
頃
よ
り
世
情
は
漸
く
厳
し

く
、
戦
時
色
も
次
第
に
濃
く
騒
々
し
さ
を
加
え
る
。

 
東
京
で
は
貴
族
院
議
員
な
ど
を
仰
せ
つ
か
り
、
作
歌
活
動
な
ど
す
っ
か
り
止

 
っ
て
し
ま
っ
た
。

，
と
愛
子
夫
人
は
い
う
。
昭
和
4
1
、
7
、
2
8
、
小
金
井
市
本
町
三
1
1
1
i
1
9
で

没
、
8
5
才
。
神
道
に
よ
り
多
摩
霊
園
に
葬
る
。

備
考

○
碧
堂
の
本
籍
は
今
も
清
末
一
九
八
四
番
地
で
あ
る
。

○
清
末
毛
利
の
菩
題
寺
は
高
林
寺
で
、
こ
㌧
に
一
代
・
三
代
・
七
代
・

清
末
藩
の
文
芸
（
そ
の
一
 
序
論
）

（
付
）
歌
人
「
毛
利
碧
堂
」
（
計
蹴
）
に
つ
い
て


